
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

講評 

大問 1 は酸化と還元に関する問題でした。いずれも基本〜標準レベルの出題でした。問 3 の計

算で用いる数値が”きれいでない”のですが、選択肢をみて、速やかに解答できるとよいです。 

大問 2 は硫化水素の性質・発生、ならびに電離平衡に関する問題でした。後半では金属硫化物

の溶解平衡にも触れられていました。典型的なパターンの問題でしたので、手が止まらずに解

答したいところです。 

大問 3 は気体の反応の化学平衡に熱化学を絡めた問題でした。平衡時の物質のモル分率が指定

され、それらと圧平衡定数との関係を見出す問題（問 4）が特に思考力を要しました。すべて

の物質のモル分率の和が 1 になることに気づけたかがポイントです。 

大問 4 は高分子化合物ならびに浸透圧に関する問題でした。解き方の誘導もあり、比較的解き

やすかったのではないかと思います。 

大問 5 は有機化合物の構造決定の問題でした。構造決定自体は基礎的なものでしたが、問 3 で

物質 X の名称を英語で解答しなければならなかったことは特筆すべきです。また、シス-2-ブテ

ンとトランス-2-ブテンの融点・沸点の違いの理由が問われていました（問 4）。選択肢があっ

たものの、物質についてよく理解していないと自信をもって解答できなかったのではないかと

思います。 

全体を通してみると、基礎レベル〜標準レベルの問題が多く、発展的なレベルの問題が散見さ

れ、バランスのよい問題だったと思います。基礎〜標準レベルの問題をきっちり正答し、発展

的な問題のいくつかを正答できれば合格ラインを超えられるかと感じました。 


